
















































滝 本 雅 樹
･iNi(Fe)のプレ-ルテンサイ ト相で現われる超格子反射は正確なil110] から少しシ
フトしている｡そのシフトの方向は電荷密度波の不整合に見られるような通常のシフトパター
ンと異なり,次のような特徴をもっ｡
(日 逆格子空間の各ブリルアンゾーンでくり返さない｡
(i)各逆格子点のまわりで中心対称性をもたない｡
我々は,このようなシフトパターンを説明するため,新 しいモデルによる計算機実験を行な
った｡モデルの特徴は次の通 りである｡
｡',母相の格子の特性として,そのフォノンの分散関係がil110]TA分枝にdipをも-o
(i)母相の中央に低温相の原子変位をもつ embryo,または欠陥を導入する｡
母相中に導入された欠陥による歪みは格子を伝わる間に変調されながら緩和していく｡モデ
ル計算の結果,この変調する格子緩和によりTiNi(Fe)の超格子反射の特徴を再現する回折
図形が得られた｡これより,プレマルテンサイ ト相の本質は欠陥の周囲でおこる母相の局所的
緩和であると考えられる｡
超格子反射の成因が母相の局所的緩和であるならば,他の物質のマルテンサイ ト変態におい
ても,移動点以上でTiNi(Fe)と同様の特徴をもつ超格子反射が現われることが期待される｡
我々は,Au-50at%Cd合金の転移点より約 10℃高温側でX線回折による詳細な実験を行
な-たOそれによると,この温度領域ですでに超格子反射は現われ,そのil110] からのシ
フ トパターンはTiNi(Fe)の超格子反射の特徴と全く一致している土とがわかり,上記モデ
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